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議
案
審
議こんな

ことが 決まりました
令和４年９月　第３回定例会で

12議案　可決認定

　
令
和
４
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第
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回
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会
は
、
９
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２

日
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ら
９
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１６
日
ま
で
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１５
日
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催
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、
７
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案
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原
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お
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可
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算
認
定
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決
算
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委
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託
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審
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し
５
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ま
し
た
。
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員
が
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時
に
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別
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暇
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象
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大
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す
る
。

上
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職
員
の
勤
務

時
間
、休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

上
峰
町
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

全
員

賛
成

全
員

賛
成

令和４年度 （第３号）一般会計補正予算

3億4,438万4千円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

物価高騰対策事業補助金 定住促進奨励金

地域通貨業務委託料 幹線用水路浚渫工事

675万円675万円 1,950万円1,950万円

5,200万円5,200万円 4,000万円4,000万円

肥料及び飼料の価格が高騰しているため農業
者等に補助金を交付する。

町内に住宅を取得した世帯に補助金を交付す
る。

物価高騰対策として全町民にミネカポイントを支給。ま
た所得制限等で国からの給付金対象とならなかった子育
て世帯にミネカポイントを支給する。

幹線用水路の氾濫による被害防止のため浚渫
を行う。
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議
案
審
議

記
１.�社会保障の維持・確保、防災・減災また脱炭素化対策、地域活性化にむけた取組や、デジタル化対策など、増大する
地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それを支える人件費も含めて、十分な地方一般財源総額の確保をはかること。

２.�とりわけ、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニーズが自
治体の一般行政経費を圧迫していることから、地方単独事業分も含めた十分な社会保障経費の拡充をはかること。また、
これらの分野を支える人材確保にむけた自治体の取組を十分に支える財政措置を講じること。

３.�地方交付税の法定率を引き上げるなどし、臨時財政対策債に頼らない、より自律的な地方財政の確立に取り組むこと。
また、地域間の財源偏在性の是正にむけては、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源移譲
を行うなど、より抜本的な改善を行うこと。

４.�引き続きの新型コロナウイルス感染症対策として、ワクチン接種体制の確保、感染症対応業務のみに限定しない、よ
り全体的な保健所体制・機能の強化、その他の新型コロナウイルス対応事業、また地域経済の活性化まで踏まえ、十
分な財源措置をはかること。また、コロナ禍対策として行った固定資産税の軽減措置については2022年度をもって終
了するとともに、今後、国の施策の一環として、各種税制の廃止や変更、また減税等を検討する際は、地方の財政運
営における予見性を損なわないよう、十分に地方団体等の意見を反映し、慎重に検討すること。

５.�「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている１兆円については持続可能な地域社会の維持・発展にむけて
恒久的な財源とすること。また、同規模の財源確保はもとより、その拡充を含めて検討すること。

６.�会計年度任用職員制度の運用においては、今後も当該職員の処遇改善が求められることから、引き続き所要額の調査
を行うなどし、さらなる財政需要を十分に満たすこと。

７.�特別交付税の配分にあたり、諸手当等の支給水準が国の基準を超えている自治体に対して、その取扱いを理由とした
特別交付税の減額措置を行わないこと。

８.�デジタル・ガバメント化における自治体業務システムの標準化にむけ、地域デジタル社会推進費に相当する財源を継
続して確保するなど、十分な財源を保障すること。また、デジタル化が定着化していく過渡期において生じ得る行政
需要についても、人材・財源を含めた対応を行うこと。

９.�森林環境譲与税については、より林業需要を見込める地方公共団体への譲与額を増大させるよう、その譲与基準を見
直すこと。

１0.�地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了への対応、小規模自治体に
配慮した段階補正の強化など対策を講じること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年９月１６日� 佐賀県上峰町議会

地方財政の充実・強化を求める意見書 全
員

賛
成

国に対し 意見書を提出

記
１.�燃油価格高騰対策（施設園芸等燃油価格高騰対策の継続・改善）
　　�　施設園芸及び茶の燃油価格高騰対策は令和４事業年度までの措置となっており、令和５年度以降は継続可否を含め
見直すこととなっている。

　　�　最近の燃油情勢を踏まえると事業継続の意義は強く、また、生産現場から事業継続を求める声も多いことから、同
事業の継続や運用改善・支援拡充に向けて強力なバックアップを行うこと。

２.�肥料価格高騰対策（肥料価格高騰セーフティネット対策の創設と万全な制度設計）
　　�　肥料のセーフティネット創設に関する議論が進む中、創設される制度内容によっては支援にかかる事務も膨大にな
ることが想定される。多くの農業者を漏らすことなく、かつ、速やかな支援を可能とするセーフティネットの構築に
向けた施策を早急に講じること。

３.�飼料価格高騰対策（配合飼料価格安定制度の財源措置）
　　�　配合飼料価格が高値で推移する中、配合飼料価格安定制度は畜産農家が経営を継続する上で不可欠な制度となって
いる。同制度の安定的な運用に向け、財源が枯渇することがないよう、十分な財源の確保に向けて強力なバックアッ
プを行うこと。

４.�持続可能な農業の確立に向けた取組
　　�　生産コストの上昇にコロナ禍等の影響も加わり、安定して農畜産物を生産していくことが困難になりつつあるなか、
生産コストの価格転嫁など再生産に配慮された適切な価格形成も課題になっており、この課題解決に向けた強力な取
組を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年９月１６日� 佐賀県上峰町議会

燃料・肥料・飼料価格高騰等に係る意見書 全
員

賛
成
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議
案
審
議

記
１.�燃油価格高騰対策（県による燃料費支援事業の継続・拡充）
　　�　燃油価格高騰の影響を受ける生産者の経営安定のために県単独事業として佐賀県園芸生産燃料費支援事業費補助金
を措置いただいている。

　　�　今後の燃油価格の動向を踏まえた同補助金の継続と合わせ、対象品目・施設の拡充に向けて強力なバックアップを
行うこと。

２.�肥料価格高騰対策（肥料価格高騰の影響を受ける生産者への支援）
　　�　肥料原料産出国の輸出停滞など、世界情勢の緊迫化の影響により肥料需給がひっ迫し、価格が高騰している。
　　�　農業生産コストの増大により生産者の営農意欲の減退が危惧されることから、生産者がコスト高を乗り越え、将来
にわたり農業生産が継続できるよう、生産者への支援に向けて強力なバックアップを行うこと。

３.�飼料価格高騰対策（飼料価格高騰の影響を受ける生産者への支援）
　　�　最近の飼料価格の高騰と配合飼料価格安定制度の生産者積立金の増加、配送運賃上昇を受け、畜産農家の経営は非
常に厳しい状況下にある。

　　�　価格高騰の長期化も想定されていることから、価格の動向を捉えながら畜産農家の負担軽減に資する対策に向けた
強力な取組を行うこと。

４.�持続可能な農業の確立に向けた取組
　　�　生産コストの上昇にコロナ禍等の影響も加わり、安定して農畜産物を生産していくことが困難になりつつあるなか、
生産コストの価格転嫁など再生産に配慮された適切な価格形成も課題になっている。

　　�　持続可能な農業の確立に向け、町内農畜産物の魅力の発信等を通じたブランド力のさらなる向上に向けた強力な取
組を行うこと。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年９月１６日� 上峰町議会

燃料・肥料・飼料価格高騰等に係る意見書 全
員

賛
成

県に対し 意見書を提出

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９1０
鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

原
田　

希

寺
﨑
太
彦

吉
富　

隆

大
川
隆
城

田
中
静
雄

中
山
五
雄

28 上峰町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
29 上峰町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
3０ 令和4年度上峰町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
31 令和4年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
32 令和4年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
33 令和4年度上峰町土地取得特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
34 令和4年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
35 令和3年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
36 令和3年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
37 令和3年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
38 令和3年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
39 令和3年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
― 地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
― 燃料・肥料・飼料価格高騰等に係る意見書　※この意見書は、国に宛てたものである。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
― 燃料・肥料・飼料価格高騰等に係る意見書　※この意見書は、県に宛てたものである。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
― 令和3年度決算特別委員会審査報告について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー
○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

令和４年　第３回定例会　議案
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対
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決

算

一般会計

特別会計

主な財政指標

歳入総額
147億
7,847万
3千円

歳出総額
144億
4,506万
3千円

町税
12億8,637万5千円
8.7％

諸収入他
46億9,670万9千円
31.8％

地方交付税
12億227万5千円
8.1％

使用料・手数料
7,290万9千円
0.5％

国庫支出金
11億4,404万7千円
7.7％

県支出金
3億5,445万3千円
2.4％

町債
3億2,679万6千円
2.2％ 繰越金

3億4,856万1千円
2.4％

繰入金
50億4,879万2千円
34.2％

各種交付金
2億9,755万6千円
2.0％

総務費
94億623万5千円
65.1％

民生費
16億1,524万4千円
11.2％

衛生費
7億2,755万7千円
5.0％

農林水産業費
3億9,100万3千円
2.7％

消防費
2億507万7千円
1.4％

教育費
5億9,943万8千円
4.1％

公債費
4億306万7千円
2.8％ その他

6億6,801万2千円
4.7％土木費

4億2,943万円
3.0％

令和３年度�一般会計・特別会計　　算を認定決
決算特別委員会委員長　田中　静雄

歳入総額１47億7,847万３千円：歳出総計１44億4,50６万３千円：差引額３億3,34１万円

　令和４年９月２日の本議会において、本委員会に付託された令和３年度上峰町一般会計歳入歳出決算及
び各種特別会計歳入歳出決算について、去る９月６日、７日、８日の３日間にわたり厳正なる審査を行い、
監査委員の意見及び執行部の内容説明を聞き、慎重な審査の結果、適正であることを認め全員賛成をもっ
て認定すべきものと決定しました。

特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 1０億8,898万円 ９億9,444万８千円 9,453万２千円

後 期 高 齢 者 医 療 １億1,6０4万９千円 １億1,51０万９千円 94万円

土 地 取 得 176万９千円 ０円 176万９千円

農 業 集 落 排 水 ７億8,222万４千円 ７億4,０95万１千円 4,127万３千円

指標の説明 Ｒ３年度 Ｒ２年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源の割
合が高く、財政に余裕があるとされる。 ０.58％ ０.63％

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど自由
に使える財源が多いとされる。 86.7％ 94.1％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す指
標。18％を超えると起債発行の際に許可が必要となり、
25％を超えると起債発行に制限がかかる。

1０.０％ 1０.9％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模の何
倍あるかを表す指標。 － －

（千円未満を四捨五入しているので、総額と一致しない場合があります）

5



予

算

一 般 会 計 本会期までの累計

令和４年度　　正予算補
３億4,438万４千円増額して、総額１32億8,285万５千円となる。

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎地方交付税
　・普通交付税� １億8,377万６千円
◎繰越金� １億2,856万７千円
◎ふるさと寄附金基金繰入金
� 6,０5０万円
◎新型コロナウイルス感染症対応
　地方創生臨時交付金� 4,481万３千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎財政調整基金費
　・積立金� 8,929万９千円
◎地域通貨業務委託料� 5,2００万円
◎幹線用水路浚渫工事� 4,０００万円
◎定住促進奨励金� 1,95０万円

歳入
132億

8,285万5千円

歳出
132億

8,285万5千円

町税
13億283万4千円
9.8％

地方交付税
12億3,377万6千円
9.3％

国庫支出金
10億302万3千円
7.6％

県支出金
4億6,656万6千円
3.5％

繰入金
42億9,448万4千円
32.3％

町債
1億4,463万4千円
1.1％

寄附金
40億10万9千円
30.1％

その他
8億3,742万9千円
6.3％

総務費
84億6,947万9千円
63.8％

民生費
16億3,736万9千円
12.3％

農林水産業費
5億4,153万3千円
4.1％

土木費
4億4,102万7千円
3.3％

教育費
5億8,987万8千円
4.4％

公債費
3億4,029万4千円
2.6％
その他
2億7,238万8千円
2.0％

消防費
2億55万3千円
1.5％

衛生費
7億9,033万4千円
6.0％

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

特別会計

土地取得特別会計
176万８千円を増額し、178万２千円となる

農業集落排水特別会計
3,998万２千円を増額し、６億6,967万７千円となる

国民健康保険特別会計
7,796万５千円を増額し、1０億5,895万７千円となる

後期高齢者医療特別会計
93万９千円を増額し、１億1,949万６千円となる

区分 支出金額 支出内容

献花 16,5００円 元町議会議員の葬儀

会費
3,０００円
12,０００円

知事・市町議会議長懇談会
目達原駐屯地創立記念行事
祝賀会

支援金 5,０００円 原水爆禁止世界大会

合計 36,5００円

議長交際費の支出状況（令和４年度上半期）
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質問

そ
こ
が
聞
き
た
い

問
町
の
今
後
の
農
業
対

策
に
つ
い
て
、
法
人

化
対
策
の
考
え
は
な
い

か
。答

産
業
課
長　
法
人
化

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
、
各
集
落
営

農
組
合
の
状
況
に
即
し

て
検
討
さ
れ
て
お
り
、

法
人
化
に
向
け
て
取
り

組
む
と
し
た
合
意
調
整

が
な
さ
れ
、
法
人
化
の

準
備
、
サ
ポ
ー
ト
に
は
、

県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

及
び
Ｊ
Ａ
等
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

要望
農
業
法
人
化
に
は
、

行
政
が
積
極
的
に
、

地
区
に
足
を
運
ん
で
指

導
す
る
よ
う
に
、
強
く

要
望
す
る
。

問
町
民
の
皆
さ
ん
に
な

る
べ
く
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
な
形
で
、

工
事
着
工
を
お
願
い
す

る
。
道
路
嵩
上
げ
に
つ

い
て
は
、
何
㎝
の
予
定

を
考
え
て
い
る
か
。

答
建
設
課
長　
道
路
の

嵩
上
げ
に
つ
い
て

は
、
約
30
㎝
の
嵩
上
げ

を
予
定
し
て
い
る
。

問
大
字
江
迎
地
区
及
び

大
字
前
牟
田
地
区
に

移
動
式
排
水
機
の
購
入
の

考
え
は
な
い
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

建
設
機
械
レ
ン
タ
ル

会
社
等
２
社
と
防
災
協

定
を
締
結
し
、
非
常
時

の
排
水
ポ
ン
プ
の
手
配
、

確
保
に
つ
い
て
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

要望
大
字
江
迎
及
び
大
字

前
牟
田
地
区
に
水
害

対
策
を
強
く
お
願
い
す
る
。

問
中
心
市
街
地
貸
付
金

の
返
済
計
画
に
つ
い

て
。答

創
生
室
長　
返
済
計

画
に
基
づ
き
実
行
し

て
い
た
だ
く
。

要望
道
路
の
嵩
上
げ
に
つ

い
て
は
、
碇
地
区
と

よ
く
協
議
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
幹
線
水
路
の
浚
渫
工

事
の
考
え
は
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
幹
線
水

路
の
浚
渫
に
つ
い
て

は
、
堆
積
状
況
を
確
認

し
て
、
今
定
例
会
に
、

補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
緊
急
浚
渫
推
進

事
業
債
と
し
た
地
方
債

を
活
用
す
る
事
業
に
よ

り
、
費
用
の
全
額
を
町

債
に
よ
り
施
工
し
て
い

く
が
、
元
利
償
還
金

70
％
に
交
付
税
措
置
が

あ
り
、
実
質
的
に
は
、

30
％
の
負
担
で
実
施
で

き
る
の
で
、
今
後
も
引

き
続
き
実
施
を
し
て
い

く
。

要望
貸
付
金
６
億
７
，６

０
０
万
円
は
５
年
間

で
終
わ
る
と
３
月
定
例

会
で
言
っ
て
い
た
。
そ

う
す
る
と
年
間
償
還
金

は
１
億
３
，５
４
４
万
３

千
円
。
説
明
会
な
ど
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

吉富　隆 議員

貸
付
金
の
返
済
計
画
は

最
終
返
済
日
は
令
和
９
年
３
月

排
水
ポ
ン
プ
購
入
の
考
え
は

レ
ン
タ
ル
会
社
に
手
配
済
み

道路改良予定の町道八枚・碇線

町
道
八
枚
・
碇
線
拡
幅
工
事

の
進
捗
は

工
事
発
注
済
み

法
人
化
の
考
え
は

関
係
機
関
と
協
力
し
取
り
組
む
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問
６
月
議
会
で
、「
わ

が
町
に
お
い
て
も
、

子
実
コ
ー
ン
の
試
験
栽

培
に
着
手
す
べ
き
」
と

の
質
問
に
対
し
、
農
研

機
構
が
神
埼
市
に
お
い

て
実
証
試
験
中
と
の
回

答
だ
っ
た
が
、
そ
の
結

果
は
。

答
産
業
課
長　
４
月
に

播
種
、
８
月
に
収
穫

す
る
春
播
栽
培
試
験
が

行
な
わ
れ
た
。
収
量
は

１0
ア
ー
ル
当
り
８00
㎏
位

と
の
こ
と
。
台
風
期
前

の
収
穫
で
、
倒
伏
被
害

は
な
し
、
虫
害
被
害
が

出
始
め
て
い
た
ら
し
い
。

防
除
が
必
要
だ
が
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
群
生
内

ま
で
届
く
よ
う
な
薬
剤

散
布
の
方
法
が
な
い
の

で
被
害
に
遭
っ
た
ら
し

い
。問

春
播
き
栽
培
で
８00
㎏

の
収
量
、
国
県
等
の

交
付
金
を
入
れ
て
１0

ア
ー
ル
当
り
の
収
益
は

い
く
ら
に
な
る
か
。

答
産
業
課
長　
生
産
物

の
単
価
が
、
㎏
当
り

５0
円
位
と
の
こ
と
。
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
経

営
所
得
安
定
対
策
の
戦

略
作
物
助
成
金
３
万
５

千
円
と
水
田
農
業
高
収

益
化
推
進
助
成
金
１
万

円
が
加
算
さ
れ
る
。
こ

の
合
計
額
と
な
る
。

問
で
は
、
生
産
物
が
㎏

あ
た
り
５0
円
で
８00
㎏

と
す
る
と
４
万
円
、
助

成
金
が
２
つ
で
４
万
５

千
円
、
合
計
８
万
５
千

円
の
収
益
が
見
込
ま
れ

る
が
、
農
業
新
聞
に
よ

る
と
、
水
田
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
４
万
円

交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
当
町

で
は
交
付
さ
れ
な
い
の

か
。答

産
業
課
長　
水
田
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、
現
在
確
認
で
き
て

い
な
い
。
経
営
所
得
安

定
対
策
の
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
は
申
し
上
げ
た
と

お
り
で
、「
地
域
で
何
か

計
画
を
つ
く
っ
て
や
る

よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な

い
か
」
と
思
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
は
、
計
画
を

作
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

当
町
で
は
、
計
画
策
定

が
さ
れ
て
な
い
と
い
う

こ
と
か
。

答
産
業
課
長　
現
在
、

そ
う
い
う
計
画
は
し

て
い
な
い
。

問
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
な
い
と
い
う
が
、

当
町
は
地
域
的
に
該
当

し
な
い
の
か
、
該
当
す

る
と
す
れ
ば
、
ど
う
し

て
事
業
計
画
を
起
さ
な

か
っ
た
の
か
。

答
産
業
課
長　
内
容
に

つ
い
て
精
査
を
し
て

報
告
す
る
。

問
子
実
コ
ー
ン
の
試
験

栽
培
は
、
全
国
各
地

で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

が
、
当
町
で
は
、
な
ぜ

取
り
組
め
な
い
の
か
。

答
産
業
課
長　
耕
畜
連

携
と
し
て
コ
ー
ン
栽

培
に
着
手
す
る
に
は
、

栽
培
・
収
穫
・
乾
燥
・

調
整
・
選
別
・
保
管
に

つ
い
て
、
や
り
方
に
道

筋
を
つ
け
て
か
ら
行
な

う
べ
き
で
あ
り
、
最
も

重
要
な
の
は
、
町
内
の

肥
育
農
家
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る

と
考
え
る
。
肥
育
農
家

の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、

話
し
合
う
場
を
経
て
計

画
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
。問

道
筋
を
つ
け
て
、
ま

た
肥
育
農
家
の
意
見

を
聞
い
て
と
い
う
が
、

道
筋
は
大
体
で
き
て
い

る
。
早
い
と
こ
ろ
で
は
、

１0
年
前
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
産
業
課
長
、

あ
な
た
の
取
り
組
む
姿

勢
が
問
題
だ
。

答
産
業
課
長　
栽
培
に

つ
い
て
は
、
や
っ
と

道
筋
が
で
き
た
。
今
後

は
乾
燥
・
調
整
・
貯
蔵

等
に
つ
い
て
、
県
外
の

業
者
に
委
託
す
る
こ
と

を
含
め
、
検
討
し
た
い

と
考
え
る
。

問
課
長
の
答
弁
は
、
私

に
は
言
い
訳
に
し
か

聞
こ
え
な
い
。

答
産
業
課
長　
肥
育
農

家
の
意
見
を
聞
き
、

作
付
に
前
向
き
な
人
に

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

問
肥
育
農
家
個
人
で
は

な
く
、
集
落
営
農
組

織
や
法
人
に
取
組
み
の

希
望
が
あ
っ
た
ら
ど
う

す
る
。

答
産
業
課
長　
ま
ず
交

付
金
の
措
置
を
町
の

ほ
う
で
取
り
組
む
。

時
期
尚
早
の
根
拠
は

収
穫
・
調
整
の
道
筋
を
つ
け
て
取
り
組
む

反
当
り
８00
㎏
収
穫

試
験
栽
培
の
結
果
は

ほ
か
に

〇�

下
水
道
汚
で
い
の
有

効
活
用
の
考
え
は

〇
肥
料
高
騰
対
策
は

〇�

田
ん
ぼ
ダ
ム
の
せ
き

板
設
置
の
方
法
は

〇�

敬
老
祝
金
の
復
活

は
で
き
な
い
か

吉田　豊 議員
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接種状況（令和４年８月２４日現在）

　 初回
接種

３回目
接種

４回目
接種

６５歳以上 ９3．7％ ９0．0％ ６7．６％

６0歳～６4歳 ９2．3％ ８５．3％ 32．0％

５0歳～５９歳 ８８．0％ 74．4％

40歳～4９歳 ８4．3％ ６3．4％

30歳～3９歳 7９．7％ ５4．１％

20歳～2９歳 77．3％ ５１．６％

１５歳～１９歳 ８4．８％ 42．0％

１2歳～１4歳 ５８．3％ 23．８％

５歳～１１歳
１回目
接種
24．５％

２回目
接種
23．１％

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

問
燃
料
、
肥
料
等
高
騰

し
て
い
る
が
、肥
料
、

資
材
の
高
騰
対
策
と
し

て
支
援
は
で
き
な
い
の

か
。答

産
業
課
長　
世
界
的

な
穀
物
需
要
の
増
加

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な

ど
の
影
響
に
よ
り
、
肥

料
、
燃
料
等
が
高
騰
し
、

農
業
振
興
に
多
大
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
し

て
、
佐
賀
県
農
政
協
議

問
現
在
４
回
目
接
種
が

６0
歳
以
上
、
１８
歳
以

上
５９
歳
以
下
の
基
礎
疾

患
の
あ
る
人
が
対
象
で
、

そ
れ
以
外
の
人
の
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
Ｂ
Ａ
５
に
対

応
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
。答

健
康
福
祉
課
長　
新

た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

対
応
ワ
ク
チ
ン
は
、
今

後
、
薬
事
承
認
さ
れ
法

定
化
さ
れ
る
と
、
９
月

下
旬
に
各
市
町
に
配
分

さ
れ
る
。
接
種
券
等
の

発
送
を
行
い
、
１0
月
ぐ

ら
い
か
ら
集
団
接
種
を

開
始
し
た
い
と
思
い
準

備
を
し
て
い
る
。

問
山
城
の
発
掘
作
業

で
、
少
し
遅
れ
て
い

る
鎮
西
山
再
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

答
創
生
室
長　
遺
構
調

査
完
了
後
は
発
掘
調

査
内
容
に
基
づ
き
、
現

在
採
択
を
受
け
て
い
る

計
画
の
変
更
を
行
う
こ

と
を
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
そ
れ
と
並
行
し
、

閉
鎖
し
て
い
る
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
の
撤
去
は

業
者
選
定
を
終
え
て
、

今
後
作
業
を
進
め
て
い

く
。問

発
掘
調
査
が
完
了
し

な
い
と
、
次
の
段
階

に
進
め
な
い
の
か
。

答
創
生
室
長　
完
了
報

告
と
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
が
一
つ
の
め
ど

会
か
ら
要
請
書
の
提
出

を
受
け
て
い
る
。
町
と

し
て
秋
ま
き
作
物
の
肥

料
の
高
騰
に
対
し
て
耕

作
面
積
に
応
じ
た
補
助

金
を
交
付
す
る
。

問
し
ば
ら
く
高
騰
が
続

く
と
思
う
が
、
来
年

度
の
支
援
は
。

答
産
業
課
長　
国
や
県

と
同
様
に
検
討
し
て

予
算
組
み
し
て
い
き
た

い
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
し
た
場

合
、
自
宅
療
養
の
軽

症
者
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

は
。答

健
康
福
祉
課
長　
医

療
機
関
か
ら
陽
性
患

者
に
渡
し
て
い
る
チ
ラ

シ
に
つ
い
て
、
緊
急
の

場
合
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
連
絡
等
を
明

記
さ
れ
て
い
て
、
県
全

体
で
対
策
を
取
ら
れ
て

い
る
。

問
抗
原
キ
ッ
ト
は
２
種

類
あ
り
、
研
究
用
で

は
な
く
医
療
用
の
入
手

方
法
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
薬

局
で
購
入
す
る
こ
と

が
可
能
で
現
在
は
手
に

入
れ
や
す
い
状
況
に
あ

る
。

に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
そ
れ
を
待
っ
て
い

る
と
、
ず
っ
と
事
業
が

後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
文
化
課
と

協
力
し
な
が
ら
一
定
の

め
ど
が
立
つ
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
随
時
進
め

た
い
の
で
、
情
報
共
有

し
連
携
し
て
い
く
。

問
魅
力
発
信
拠
点
づ
く

り
で
、
起
立
工
商
と

連
携
し
て
い
く
の
か
。

答
創
生
室
長　
観
光
資

源
化
を
し
っ
か
り
前

に
出
し
て
、
今
後
の
人

だ
ま
り
で
あ
っ
た
り
、

人
を
ど
れ
だ
け
寄
せ
る

か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
関
し
て
連
携
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

補
助
金
を
交
付
す
る

肥
料
等
の
高
騰
対
策
は

１0
月
に
開
始
予
定

４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

今
後
作
業
を
進
め
る

鎮
西
山
再
整
備
の
進
捗
状
況
は

ほ
か
に

○�

碇
地
区
の
水
路
の
法
面
か
ら
漏
水
し
て
い
る
が
、

法
面
の
保
全
と
漏
水
対
策
は

寺﨑　太彦 議員

9



一
般
質
問

問
切
通
川
が
氾
濫
す
る

と
、
越
水
し
た
雨
水

は
、
ほ
と
ん
ど
が
江
迎

地
区
に
流
れ
込
み
、
毎

年
の
よ
う
に
農
家
の
人

は
心
配
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
早
く
浚
渫
で
き

な
い
も
の
か
強
く
要
望

し
て
ほ
し
い
が
。

答
建
設
課
長　
今
年
度

の
切
通
川
の
浚
渫
工

事
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

長
崎
本
線
か
ら
国
道
34

号
線
ま
で
の
区
間
、
九

丁
分
地
区
県
道
神
埼
北

茂
安
線
の
下
流
部
の
一

部
区
間
の
浚
渫
や
伐
採

を
行
い
来
年
度
以
降
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
実

問
請
願
書
の
提
出
か
ら

１0
年
近
く
経
過
し
て

い
る
。
具
体
的
な
立
案

が
で
き
て
予
算
獲
得
す

る
段
階
と
思
う
が
前
に

進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
。

ロ
ー
タ
リ
ー
式
の
交
差

点
に
す
る
こ
と
も
考
え

て
み
た
ら
ど
う
か
。

問
三
上
の
歴
代
の
区
長

か
ら
も
要
望
が
あ
っ

て
い
る
と
思
う
。
通
学

路
に
な
っ
て
い
る
が
、

側
溝
の
蓋
が
な
く
自
転

車
ご
と
側
溝
に
落
ち
込

ん
だ
り
、
車
が
脱
輪
す

る
な
ど
、
直
線
の
道
路

施
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
情
報
提
供
及
び
要
望

等
を
行
な
っ
て
い
く
。

問
幹
線
水
路
の
浚
渫

は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答
産
業
課
長　
幹
線
水

路
に
つ
い
て
は
、
要

望
等
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
堆
積
状
況
を
確
認

し
て
、
今
定
例
会
に
浚

渫
の
た
め
の
補
正
予
算

を
計
上
し
て
い
る
。
来

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

幹
線
水
路
の
浚
渫
費
用

を
算
定
し
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
財
政
課

と
協
議
し
な
が
ら
進
め

答
建
設
課
長　
防
衛
省

の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
改
良
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
引
き
続
き
九
州

防
衛
局
な
ど
へ
協
議
、

要
望
等
を
重
ね
て
い
く
。

経
済
性
を
考
え
て
効
果

的
な
方
法
を
求
め
進
め

て
い
き
た
い
。

だ
が
、
道
路
が
狭
く
車

の
離
合
に
も
苦
労
す
る

状
態
な
の
で
道
路
拡
幅

を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

ま
ず
は
側
溝
蓋
を
し
て

も
ら
い
た
い
。

答
建
設
課
長　
教
育
課

と
も
現
地
調
査
を
行

な
い
、
今
後
、
側
溝
改

修
や
更
新
を
検
討
し
子

ど
も
た
ち
の
安
全
性
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

て
い
く
。

問
外
記
の
た
め
池
の
浚

渫
工
事
の
考
え
は
ど

う
か
。
私
た
ち
が
子
ど

も
の
頃
は
、ま
だ
深
か
っ

た
。
護
岸
が
崩
れ
て
、

非
常
に
浅
く
な
っ
て
い

る
と
思
う
。
浚
渫
の
前

に
護
岸
工
事
が
必
要
と

考
え
る
。
予
算
の
許
す

限
り
進
め
て
も
ら
い
た

い
が
。

答
産
業
課
長　
護
岸
工

事
も
必
要
で
浚
渫
に

つ
い
て
は
護
岸
か
ら
の

土
砂
が
浚
渫
土
と
し
て

た
ま
っ
て
い
る
の
で
護

岸
の
復
元
も
計
画
の
中

に
入
っ
て
い
る
。

問
ク
リ
ー
ク
の
低
水
位

管
理
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
今
日
ま
で
議

会
で
質
問
し
て
き
た
。

水
路
の
大
雨
前
の
低
水

位
管
理
に
つ
い
て
今
年

は
水
位
が
下
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
地
区
の
人
々
が

自
主
的
に
や
ら
れ
た
の

か
、
行
政
の
指
導
で
水

位
管
理
し
た
の
か
。

答
産
業
課
長　
町
よ
り

三
養
基
西
部
土
地
改

良
区
に
事
前
排
水
の
お

願
い
を
し
て
実
施
さ
れ

た
。

情
報
提
供
、
要
望
等
を
行
う

切
通
川
の
浚
渫
工
事
は

防
衛
省
の
補
助
事
業
を
活
用

変
則
五
差
路
の
整
備
計
画
は

検
討
し
て
い
く

三
上
住
宅
４
号
線
の
側
溝
蓋
設
置
は

田中　静雄 議員

ほ
か
に

〇
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
の
常
備
は

〇
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
効
果
は

〇
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は

変則五差路

１0



一
般
質
問

答弁者の名称について 創生室長…まち・ひと・しごと創生室長の略称

ト
調
整
、
引
き
続
き
関

係
官
公
署
と
の
各
配
置

施
設
に
関
す
る
協
議
に

加
え
、
大
規
模
小
売
店

舗
立
地
法
に
基
づ
く
届

け
出
を
見
据
え
、
届
け

出
要
件
に
応
じ
た
条
件

整
理
な
ど
具
体
的
業
務

を
視
野
に
入
れ
て
い
く

よ
う
伺
っ
て
い
る
。

　

定
住
促
進
住
宅
は

P
F
I
方
式
を
め
ど
と

し
た
下
準
備
作
業
に

入
っ
て
お
り
、
徐
々
に

可
視
化
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問
定
住
促
進
住
宅
は

P
F
I
で
い
く
と
確

し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
域
内
循
環
の
促

進
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
経
済
対
策
や
生
活

支
援
な
ど
活
用
の
幅
を

広
げ
、
利
便
性
向
上
に

寄
与
で
き
る
よ
う
関
係

各
課
と
協
議
を
重
ね
て

活
用
拡
大
を
図
っ
て
い

く
。問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
の
ポ

イ
ン
ト
販
売
場
所
に

つ
い
て
は
追
加
さ
れ
た

か
。

答
産
業
課
長　
現
在
、

ま
だ
産
業
課
で
し
か

チ
ャ
ー
ジ
で
き
な
い
。

問
平
日
の
１7
時
ま
で
役

場
で
し
か
買
え
な

い
。
本
来
な
ら
、
売
販

ス
タ
ー
ト
時
に
い
く
つ

か
の
場
所
を
用
意
し
て

お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
担
当
課

で
も
、
対
応
す
べ
き

と
思
っ
て
い
る
。

定
し
た
の
か
。
ま
た
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
P
F
I

で
い
く
と
い
う
方
針

で
固
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

方
向
で
動
い
て
い
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
と
い
う
こ

と
だ
が
、
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
い
う
の
は
今

後
公
表
す
る
実
施
方
針

の
中
で
記
載
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
内
容
か
と
理
解

し
て
い
る
。
め
ど
と
し
て

は
、
本
年
中
ぐ
ら
い
に
実

施
方
針
の
作
成
、
公
表
、

質
疑
回
答
、
特
定
事
業
認

定
、
事
業
者
募
集
要
項
、

要
求
水
準
書
作
成
あ
た

り
ま
で
進
捗
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
年
度
内
に

は
、
そ
れ
ら
を
公
表
し
事

業
者
公
募
ま
で
い
け
る
よ

う
な
形
を
取
れ
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
。

問
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
進
捗
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
創
生
室
長　
合
同
会

社
に
お
い
て
、
事
業

予
定
地
に
お
け
る
レ
イ

ア
ウ
ト
構
成
が
ま
と
ま

り
つ
つ
あ
る
旨
伺
っ
て

い
る
。
関
係
機
関
等
と

の
協
議
に
よ
る
法
令
確

認
や
助
言
を
踏
ま
え
、

調
整
対
策
を
検
討
し
つ

つ
今
後
の
開
発
申
請
等

へ
の
準
備
を
行
な
う
旨

伺
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
開
発
行
為
申
請

準
備
、
設
計
、
テ
ナ
ン

問
ミ
ネ
カ
を
活
用
し
た

事
業
実
績
と
今
後
の

計
画
は
。

答
産
業
課
長　
令
和
２

年
度
は
、
全
町
民
に

５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

を
配
布
す
る
ク
ー
ポ
ン

事
業
を
実
施
。
令
和
３

年
度
は
、
ク
ー
ポ
ン
事

業
に
加
え
、
20
％
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
の
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
し
て
ミ
ネ
カ

に
入
金
で
き
る
チ
ャ
ー

ジ
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実

施
。
今
年
度
は
30
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
付
ポ
イ
ン

ト
を
購
入
で
き
る

チ
ャ
ー
ジ
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、

全
町
民
に
5
千
円
分
の

ポ
イ
ン
ト
を
配
布
す
る

ク
ー
ポ
ン
事
業
を
は
じ

め
と
し
た
、
ミ
ネ
カ
を

活
用
し
た
事
業
を
実
施

原田　希 議員

中
心
市
街
地
の
進
捗
は

定
住
促
進
住
宅
は
P
F
I
で
実
施

ミ
ネ
カ
の
今
後
の
活
用
は

活
用
拡
大
を
図
る

minecaカード（デザイン）
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一
般
質
問

問
町
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
健
康
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
等（
以
下「
ジ
ム
等
」

と
い
う
。）
が
町
か
ら
受

託
指
定
を
受
け
れ
ば
利

用
者
は
２
千
円
の
助
成

を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
ジ
ム
等
が
受
託

し
な
い
場
合
は
利
用
者

は
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
こ

の
よ
う
な
場
合
で
も
利

用
者
が
助
成
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
健
康
福
祉
課
長　
健

康
づ
く
り
事
業
は
現

状
維
持
で
進
め
て
い
き

た
い
。

問
町
内
の
女
性
専
用

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
が
受
託
を
さ
れ
て
い

な
い
の
で
東
京
本
社
に

連
絡
を
取
り
受
託
で
き

な
い
理
由
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
事
業
の
趣
旨
に

は
賛
同
さ
れ
て
い
た
が
、

数
千
店
舗
あ
る
中
で
１

店
舗
だ
け
助
成
金
の
受

け
入
れ
体
制
を
整
え
る

の
は
難
し
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

会
社
の
事
情
に
よ
り

受
託
で
き
な
い
状
況
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
町

民
の
不
利
益
、
不
公
平

の
解
消
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　

様
々
な
事
業
を
多
面

的
に
取
り
組
む
よ
う
検

討
し
て
い
る
。

問
町
民
目
線
で
施
策
を

行
な
わ
な
い
と
「
理

解
し
が
た
い
」
と
い
う

意
見
は
少
な
か
ら
ず
あ

る
と
思
う
が
。

答
健
康
福
祉
課
長　
事

業
を
検
証
し
て
実
績

が
出
て
い
な
け
れ
ば
改

善
の
必
要
は
あ
る
と
思

う
が
、
現
状
で
は
実
績

が
出
て
い
る
の
で
事
業

は
効
果
的
な
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

問
町
民
の
方
か
ら
多
様

な
意
見
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
実
績
が
出

問
幹
線
水
路
の
浚
渫
に

よ
り
貯
水
能
力
が
向

上
し
、
浸
水
害
や
内
水

氾
濫
の
抑
制
に
有
効
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
幹
線
水
路
の
本

年
度
の
浚
渫
計
画
は
。

答
産
業
課
長　
浚
渫
の

要
望
を
西
前
牟
田
地

区
と
大
字
江
迎
地
区
か

ら
受
け
て
い
る
。
西
前

問
移
動
式
排
水
ポ
ン
プ

導
入
の
件
で
あ
る

が
、
県
内
の
町
が
導
入

し
て
お
り
そ
の
町
の
担

当
者
に
よ
る
と
１30
ｍ
以

上
先
ま
で
十
分
に
排
水

す
る
能
力
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

町
内
の
冠
水
す
る
地

区
に
お
い
て
移
動
式
排

水
ポ
ン
プ
は
有
効
に
機

能
す
る
と
考
え
る
が
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

私
が
聞
き
取
り
を
し

た
自
治
体
か
ら
は
排
水

距
離
が
５0
ｍ
と
聞
い
て

て
い
る
か
ら
い
い
で
は

な
い
か
、
と
い
う
考
え

は
お
か
し
い
と
思
う
が
。

答
町
長　
町
民
の
不
公

平
感
の
解
消
に
努
め

て
い
き
た
い
。

牟
田
地
区
は
堆
積
量
の

調
査
を
し
、
工
事
費
の

積
算
を
終
え
て
い
る
。

大
字
江
迎
地
区
は
今
か

ら
堆
積
量
の
調
査
を
行

な
う
が
、
施
工
は
緊
急

性
が
あ
る
所
か
ら
取
り

か
か
る
。

要望
浚
渫
の
早
期
着
手
と

継
続
し
た
施
工
を
強

く
お
願
い
す
る
。

い
る
が
、更
に
確
認
す
る
。

問
排
水
能
力
を
比
較
す

る
と
レ
ン
タ
ル
す
る

ポ
ン
プ
の
方
が
劣
る
の

で
、
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
た
上
で
導
入
を
お

願
い
し
た
い
が
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

協
定
を
結
ん
だ
会
社

と
の
連
携
体
制
を
強
固

に
構
築
す
る
と
と
も
に
、

排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入

も
含
め
て
検
討
す
る
。 原　直弘 議員

町
民
の
不
公
平
感
の
解
消
に
努

め
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
の
利
用
助

成
の
拡
充
は

排
水
ポ
ン
プ
車
等
の
導
入
を
含

め
て
検
討

移
動
式
排
水
ポ
ン
プ
の
導
入

計
画
は

幹
線
水
路
の
浚
渫
計
画
は

２
地
区
を
計
画
し
て
い
る
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一
般
質
問

問
①
勘
太
郎
川
浚
渫
の

進
捗
は
。
②
江
見
上

流
排
水
機
場
更
新
の
進

捗
は
。
③
大
雨
予
測
事

前
放
水
後
の
水
不
足
対

応
は
。
④
全
町
的
現
状

調
査
を
急
ぎ
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
。
⑤
無

災
害
時
こ
そ
協
議
を
重

ね
対
策
を
考
え
る
べ
き

で
流
域
治
水
検
討
会
の

設
置
は
。
⑥
災
害
被
災

地
の
人
か
ら
各
戸
に
防

災
無
線
子
機
が
必
要
の

声
を
聞
く
。
検
討
す
べ

き
で
は
。

答
建
設
課
長　
①
勘
太

郎
川
浚
渫
は
新
規
要

望
河
川
と
し
て
短
区
間

実
施
で
も
取
り
組
む
こ

と
が
肝
心
と
県
土
木
事

務
所
に
お
願
い
し
、
短

区
間
で
あ
れ
ば
早
い
時

期
に
施
工
可
能
の
回
答

を
も
ら
う
。
②
排
水
機

場
更
新
は
ポ
ン
プ
３
台

の
エ
ン
ジ
ン
。
操
作
盤

類
、
主
ポ
ン
プ
の
分
解

整
備
。
現
在
各
機
器
の

設
計
、
部
品
調
達
、
製

作
中
で
令
和
６
年
３
月

に
工
事
完
了
予
定
。

答
産
業
課
長　
③
大
雨

予
測
対
応
放
水
後
の

補
水
は
佐
賀
東
部
導
水

路
か
ら
補
水
可
能
。
今

後
農
家
負
担
が
な
い
よ

う
町
が
対
応
し
た
い
。

答
建
設
課
長　
④
全
町

的
現
状
調
査
に
つ
い

て
前
牟
田
地
区
は
浸
水

区
域
図
を
作
成
し
、
道

路
か
さ
上
げ
必
要
箇
所

の
洗
い
出
し
、
三
上
地

区
は
宅
地
開
発
が
進
ん

で
お
り
既
設
水
路
、
道

路
側
溝
の
流
下
能
力
計

算
を
実
施
。
他
地
区
の

調
査
を
早
く
と
の
こ
と

だ
が
坊
所
地
区
は
外
記

た
め
池
整
備
、
切
通
川

河
川
改
修
等
が
あ
り
一

定
の
め
ど
が
つ
い
た
後

が
効
果
的
調
査
が
で
き

る
と
思
う
。

⑤
県
東
部
１
市
３
町
に

よ
る
流
域
治
水
検
討
会

は
神
埼
市
が
ま
と
め
役

で
議
会
終
了
後
、
日
程

調
整
が
さ
れ
、
年
内
に

開
か
れ
る
と
思
う
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

⑥
災
害
時
の
避
難
情

報
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放

送
等
で
入
手
で
き
、
防

災
行
政
無
線
の
放
送
は

電
話
で
の
聞
き
直
し

サ
ー
ビ
ス
も
実
施
し
て

い
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ

ら
の
手
段
を
最
大
限
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
よ
い
と
思
う
。
そ

の
上
で
、
要
配
慮
者
等

の
人
に
範
囲
を
絞
っ
て

貸
与
が
必
要
か
ど
う
か

今
後
、
ニ
ー
ズ
の
把
握

も
含
め
協
議
し
た
い
。

問
昨
年
各
地
区
説
明
会

実
施
後
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
産
業
課
長　
そ
の
後

県
営
事
業
と
し
て
申

請
す
る
た
め
の
県
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
受
け
今
後
、

議
会
終
了
後
関
係
地
区

に
順
次
計
画
説
明
を
す

る
予
定
。
事
業
期
間
は

来
年
度
事
業
が
採
択
さ

れ
る
と
初
年
度
は
測
量

設
計
実
施
、
翌
年
度
か

問
来
年
か
ら
３
か
年
計

画
で
休
日
部
活
動
を

段
階
的
に
地
域
移
行
さ

せ
て
い
く
こ
と
へ
の
対

応
は
ど
う
か
。

答
教
育
長　
１0
月
を
目

途
に
中
学
校
部
活
動

ら
工
事
に
着
手
し
、
４

年
間
で
完
成
す
る
計
画
。

問
大
雨
前
に
水
位
を
下

げ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
協
議
決
定
さ
れ
た
の

か
。答

産
業
課
長　
大
雨
前

か
ら
の
低
水
位
管
理

は
農
業
用
た
め
池
を
利

水
の
み
で
な
く
治
水
を

目
的
と
し
た
洪
水
調
整

容
量
を
確
保
す
る
有
効

な
取
り
組
み
。

地
域
移
行
協
議
会
を
設

置
し
、
中
学
校
教
員
や

有
識
者
、
町
ス
ポ
ー
ツ

協
会
加
盟
団
体
や
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
等
関
係

者
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

指
導
者
や
受
け
入
れ
団

体
の
確
保
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
必
要
経
費
や

保
険
に
つ
い
て
、
現
実

的
な
情
報
を
整
理
し
、

最
も
適
当
な
条
件
等
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た

い
。

大川　隆城 議員

積
極
的
な
水
害
防
止
対
策
を

今
後
も
鋭
意
努
力
す
る

中
学
校
部
活
動
改
革
は

鋭
意
検
討
し
準
備
を
進
め
た
い

外
記
た
め
池
整
備
の
進
捗
は

県
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
る
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一
般
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
、「
全

国
の
新
規
感
染
者
数
は

着
実
に
減
少
し
て
い
る

が
、
本
年
２
月
の
ピ
ー

ク
と
比
べ
る
と
ま
だ
高

い
感
染
レ
ベ
ル
が
継
続

し
て
い
る
。
ま
た
、
一

部
地
域
で
は
、
感
染
者

数
減
少
の
鈍
化
が
見
ら

れ
る
」
旨
の
報
道
が
あ

り
、
そ
の
状
況
下
に
お

い
て
、
町
内
各
種
団
体

は
行
事
を
開
催
す
る
か

中
止
す
る
か
の
判
断
に

頭
を
抱
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
役
場
は
ど
の
よ

う
な
基
準
や
指
標
で
判

断
さ
れ
て
い
る
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

現
在
、
町
内
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
国
、
県
か
ら
示
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
制
限

に
係
る
留
意
事
項
及
び

開
催
の
考
え
方
を
基
に

実
施
し
て
い
る
。
加
え

て
、
町
の
判
断
基
準
と

し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

必
要
性
、
重
要
性
、
代

替
処
置
の
有
無
、
リ
ス

ク
の
有
無
等
を
鑑
み
、

担
当
課
を
中
心
に
総
合

的
な
検
討
を
行
な
い
、

状
況
に
よ
り
対
策
本
部

会
議
等
で
審
議
し
、
実

施
の
可
否
を
判
断
し
て

い
る
。

問
国
、
県
で
も
基
準
が

示
さ
れ
て
い
る
が
小

規
模
の
組
織
に
関
す
る

も
の
は
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
町
で
は
、
小

規
模
組
織
の
基
準
に
つ

い
て
、
情
報
発
信
は
あ

る
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

国
や
県
に
関
し
て

は
、
５
千
人
、
ま
た
は
、

収
容
定
数
の
５0
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

以
下
に
つ
い
て
は
、
特

に
制
限
が
な
い
状
況
。

町
独
自
の
部
分
で
制
限

を
し
て
い
る
。

問
他
市
町
の
事
例
で
、

開
催
時
の
リ
ス
ク
軽

減
方
法
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
、
書
面
議
決

用
サ
ン
プ
ル
を
掲
示
等
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
手
厚

い
内
容
の
情
報
を
記
載

し
て
い
る
自
治
体
が

あ
っ
た
。
そ
こ
で
要
望

と
し
て
、
先
の
事
例
の

よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
あ
れ

ば
、
町
内
の
各
団
体
の

方
々
が
参
照
し
、
積
極

的
な
開
催
を
検
討
で
き

る
と
思
う
が
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

内
容
を
見
て
有
益
だ

と
判
断
し
た
後
に
は
、

採
用
し
て
い
き
た
い
。

要望
是
非
と
も
前
向
き
に

検
討
し
、
実
施
い
た

だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

ほ
か
に

○�

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
の
進
捗
は

鈴木　千春 議員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
事
の
開
催
基
準
は

国
県
の
考
え
方
を
基
に
総
合
的
に
検
討

農
業
経
営
支
援
の
検
討
結
果
は

価
格
高
騰
に
対
す
る
支
援
を
計
画

書面議決
確認 確認 確認

問
先
の
議
会
で
「
農
業

経
営
に
関
す
る
必
要

な
支
援
」
に
つ
い
て
検

討
い
た
だ
い
た
結
果
は
。

答
産
業
課
長　
最
近
の

農
業
経
営
に
関
す
る

情
勢
を
勘
案
し
、
肥
料
・

飼
料
価
格
高
騰
に
関
す

る
支
援
を
検
討
し
、
結

果
と
し
て
、
今
定
例
会

に
補
正
予
算
と
し
て
物

価
高
騰
対
策
事
業
補
助

金
を
計
上
。
農
業
者
へ

の
支
援
を
計
画
し
て
い

る
。
肥
料
の
高
騰
対
策

と
し
て
、
今
後
、
作
付

け
の
麦
に
対
す
る
肥
料

の
高
騰
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
１0
a
あ
た
り
１
千

５
百
円
を
耕
作
面
積
に

応
じ
て
秋
ま
き
の
作
物

を
対
象
に
補
助
す
る
も

の
。
飼
料
の
高
騰
対
策

と
し
て
は
、
配
合
飼
料

の
価
格
が
前
年
末
と
比

較
し
て
１
t
あ
た
り
６

千
円
程
度
価
格
上
昇
し

て
お
り
、
半
年
で
牛
１

頭
あ
た
り
平
均
し
て
１

ｔ
の
配
合
飼
料
を
食
べ

る
と
し
、
半
分
の
３
千

円
を
肥
育
頭
数
に
応
じ

て
補
助
す
る
計
画
と
し

た
。問

国
の
支
援
内
容
に
つ

い
て
農
林
水
産
省
の

資
料
を
参
照
す
る
と
参

加
用
件
と
し
て
「
取
組

メ
ニ
ュ
ー
」
と
の
記
載

が
あ
る
が
こ
ち
ら
の
内

容
は
。

答
産
業
課
長　
化
学
肥

料
の
低
減
計
画
書
の

中
に
１５
の
取
組
み
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
取
り
組
ん
で
２
割
削

減
に
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
と
な
る
。
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一
般
質
問

大川　徹也 議員

問
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
の
目
的
と
組

織
上
の
位
置
づ
け
及
び

業
務
内
容
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
県

内
で
は
２
番
目
に
開

始
し
た
国
の
補
助
を
受

け
て
の
事
業
で
、
内
容

は
世
代
や
属
性
を
問
わ

な
い
一
体
的
な
包
括
し

た
支
援
を
行
な
っ
て
い

く
。
管
轄
は
健
康
福
祉

課
で
あ
る
。
７
月
に
お

た
っ
し
ゃ
館
の
中
に
、

相
談
窓
口
「
か
み
つ
ば

き
」
を
開
設
し
た
。
７

月
に
は
９
件
の
相
談
が

あ
っ
て
い
る
。

問
鎮
西
山
の
湧
水
で
鰻

を
育
て
る
と
言
っ
て

い
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
吉
野
ヶ
里
温
泉
の
敷

地
内
に
養
鰻
場
が
作
ら

れ
て
い
る
。
あ
る
地
区

か
ら
は
「
養
鰻
に
は
い

ろ
ん
な
餌
や
薬
品
も
使

わ
れ
る
が
、
排
水
は
う

ち
の
地
区
は
大
丈
夫
か
」

と
不
安
の
声
を
聞
い
た
。

以
前
、
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
で
、
事
業
を

行
な
う
前
に
特
に
地
区

の
住
民
と
事
前
の
話
し

合
い
を
し
て
不
安
を
持

た
れ
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
お
願
い
を
し

た
時
に
、
創
生
室
長
は
、

事
業
者
と
と
も
に
行
な

う
と
答
弁
さ
れ
た
。
今

回
の
養
鰻
事
業
で
、
説

明
会
、
も
し
く
は
関
係

者
の
方
に
説
明
を
さ
れ

た
か
。

問
こ
の
事
業
へ
今
後
、

期
待
す
る
展
開
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　

人
、
資
源
、
世
代
、

分
野
を
越
え
て
繋
が
る

仕
組
み
づ
く
り
を
し
た

い
。支
援
を
行
な
う
ケ
ー

ス
で
は
、
潜
在
的
な
相

談
者
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
言
い

づ
ら
い
人
、
自
分
で
抱

え
て
い
る
課
題
に
気
づ

い
て
い
な
い
人
、
相
談

を
嫌
っ
て
い
る
人
等
を

発
見
し
、
潜
在
的
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
支
援
に
繋

げ
て
い
き
た
い
。
複
雑

困
難
な
事
案
に
関
し
て

は
、
支
援
会
議
が
法
定

答
町
長　
水
産
庁
か
ら

許
可
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
民
間
の
資
金
調

達
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
問
題

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、

公
共
事
業
で
は
な
い
の

で
町
が
説
明
会
を
開
催

す
る
こ
と
は
合
同
会
社

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

無
い
旨
は
か
ね
て
か
ら

申
し
上
げ
て
い
る
。

問
合
同
会
社
の
中
に
は

上
峰
町
も
入
っ
て
い

る
。
町
長
の
そ
の
理
屈

に
つ
い
て
は
納
得
し
か

ね
る
。
町
が
関
わ
っ
て

い
る
大
き
な
事
業
で
あ

る
。
も
し
、
町
が
主
導

で
説
明
会
を
す
る
の
が

難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

せ
め
て
合
同
会
社
に
対

し
て
、
区
長
か
ら
そ
う

化
さ
れ
て
お
り
、
会
議

全
体
の
構
成
員
に
守
秘

義
務
を
か
け
る
こ
と
で

関
係
者
間
の
情
報
交
換

や
連
携
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
適
切
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
支
援
の
在

り
方
の
検
討
が
で
き
る

と
期
待
で
き
る
。

要望
応
援
し
て
い
る
。
是

非
、
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
。

い
う
声
が
上
が
っ
て
い

る
こ
と
を
是
非
伝
え
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
に

不
安
が
な
い
よ
う
、
ま

た
疑
問
に
答
え
る
よ
う

説
明
の
場
を
設
け
る
こ

と
を
申
し
添
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
町
長　
合
同
会
社
に

申
し
添
え
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
か
ら
、
そ

う
し
た
い
と
思
う
。

一
体
的
、
包
括
的
な
支
援

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は

合
同
会
社
へ
申
し
添
え
る

養
鰻
事
業
の
説
明
会
を

ほ
か
に

○�

行
政
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

かみつばき窓口

養鰻場
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１

議
会
だ
よ
り　
広
報
編
集
委
員
会

�

委
員
長　
　
寺
﨑　
太
彦

�

副
委
員
長　
吉
田　
　
豊

�

委
員　
　
　
原　
　
直
弘

�

委
員　
　
　
大
川　
徹
也

�

委
員　
　
　
鈴
木　
千
春

　
稲
が
実
り
、
水
田
の
景
色
を
見
て
秋
に
な
っ
た
と
実
感
す
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
き
ま
し
て
、
感
染
者
数
は
一
時

期
と
比
べ
て
減
少
傾
向
で
す
が
、「
下
げ
止
ま
り
」
や
「
減
少

数
の
鈍
化
」
と
の
記
事
も
目
に
し
ま
す
の
で
、
引
続
き
予
防
に

努
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
３
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
が
目
に
つ
く
年
で
し
た
が
、
残
り

の
３
ヶ
月
が
皆
様
に
と
っ
て
、
平
穏
な
日
々
で
あ
ら
れ
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
鈴
木
）

あ
と
が
き

行事への参加� ７月～９月
８月30日　県内全議員研修会
９月１0日　上峰中学校体育大会
９月１１日　目達原駐屯地創立記念行事

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会を傍聴して
いただき、ありがとうございます。
　次回の定例会の会期は、12月２日（金）
から12月８日（木）までを予定してい
ます。一般質問は12月５日（月）およ
び６日（火）の予定です。

　飼い主のいない猫・適切な管理がされていない猫
達に避妊去勢手術を施すTNR活動のボランティアを
している『ねこみね』と申します。
　私たちの活動は、時に虐待されてしまうこともあ
る不幸な猫たちの、一代限りの命を大切にして穏や
かに過ごせるように、『TNR』活動の実施と提案、定
期的に譲渡会の開催などをしております。
　加えて、地域の方に地域猫活動の一環として、決
まった時間・場所での餌の管理と決まった場所での
トイレ設置の指導などをしております。
　『地域の方々にTNR活動を知っていただき、
ご理解いただくことでその猫達を見守り、疎
まれることなく一代限りの命を穏やかに過ご
してほしい』ただ、それだけを願って活動し
ております。
　『猫の為だけ』の活動ではなく地域に住む
人達が気持ちよく生活できる環境づくりのお
手伝いができたら幸いです。　
　飼い主のいない猫でお困りの方などおられ
ましたら、SNSでのメッセージや役場の住民
課にご連絡ください。
　譲渡会は月に2～3回開催しておりますの
で、お気軽に足をお運びください。日程につ
きましては、右記の二次元コードよりご参照
ください。
※猫の引き取りはしておりません。保護して
　いただいた猫へは、ケージ等の貸出しは可
　能です。その後、譲渡会への参加となります。

新しい発見！

ボランティア
グループ
の紹介 「ねこみね」

『T N R』活動とは
捕まえて『 T：Trap』

トラップ

避妊・去勢手術を施し『 N：Neuter』
ニューター

元の場所へ戻す『 R：Return』
リターン

愛護動物を殺害した場合
5年以下の懲役 または500万円以下の罰金
愛護動物を遺棄・虐待した場合
1年以下の懲役 または100万円以下の罰金

トイレの様子

避妊去勢済のしるし

上峰町役場 住民課 環境係

☎0952-52-7412詳しくは
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